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は じめに

蹴鞠 □伝集 は藤原 (難波)頼輔 の作 とされてい

る6蹴鞠道では13世紀以降 に難波 ,飛鳥井 (以上

何れも頼輔の流れ),御子左 (みこひだり)等の公
家が家流を称えるようになり,こ れに伴 って各家
流固有の様式による鞠書が著わされる。飛鳥井家
の「内外三時抄」,御子左家の「遊庭秘抄」がその
代表的なものである。現存の蹴鞠口伝集の伝本に
は, これ以前の白河天皇時代から後白河院政時代
にかけての蹴鞠の技法,作法,施設,用具,装東 ,

鞠会の模様,鞠足達の言動等が描かれており,家
流形成以前の蹴鞠の様態を把握するには好適な史
料である。とくに技法について大きなスペースを
さき, これを或る程度体系的に記述 しているので

,

スポーツ史にとっては貴重な史料である。
一昨年,昨年,文部省科学研究費補助金一般 C

(01580113),(o2680098)の 交付をうけて蹴
鞠史料の調査を行なったところ,天理大学付属図
書館,大津市平野神社等においてlo数点の同集の
伝本を見出した (後掲第一表参照 )。 これらの中に
は『国書総目録』等により既に知 られている同集
上巻ばかりでなく,学界には未紹介であったと思
われる同集下巻の伝本も含まれていた。
本稿においては,現在管見に入っている同集上・

下巻の伝本の所在・構成・ 内容を概略紹介 し,併
せて諸伝本から見て構成・ 内容が固まっていると
思われる上巻にっぃて,そ の登場人物の登場回数
や影響関係から同集成立の人的背景を一瞥した。

また別稿において上巻の伝本のうちで善本と思
われる前田育徳会尊経閣文庫所蔵本を翻刻 し,紹
介 した。

下巻にっぃては,現在までに披見 した諸伝本だ
けでは確とした構成・ 内容を捉えるには至ってい
ないので,一本によって本文の箇条名のみを掲げ
るにとどめ (参考資料 I参照),詳細は機会を更
めて紹介 したいと考えている。

l 藤原頼輔と蹴鞠口伝集
に)頼輔にっぃて

蹴鞠口伝集の作者とされている藤原頼輔は,天
永 3(H12)年 の生れ (没年より逆算),本名は親
忠,大納言忠教の四男で,京極関白師実の孫にあ

たる。母は賀茂神主成継女である。以下に官歴を
「公卿補任」によって示す。

天治 2(1125)年 叙爵 14歳
大治 2(1127)年  任山城守 16歳
保延 2(H36)年 叙従五位上 (治国賞)25歳
永暦元 (H60)年 任豊後守 49歳
永万 2(1166)年 辞豊後守 55歳
仁安元 (同上)年 任皇太后宮亮 (皇太后は近衛

天皇中宮藤原呈子 )

仁安 3(H68)年 任九条院別当 (呈子が院号宣
下をうけて,九条院となったため)57歳

嘉応 2(H70)年 任刑部卿 59歳
寿永元 (1182)年 叙従三位 71歳
文治元 (1185)年 辞刑部卿 74歳
文治 2(1186)年  前年から病み,二月出家,四
月五日卒す 75歳
頼輔の人物像につ いては井上宗雄氏の F平安

後期歌人伝の研究』第 6章に詳しいま
)以

下 これ
によってかぃつまんで紹介 しておきたい。
頼輔は鞠だけでなく歌人としても一流であった。

彼は関自の孫 といぅ名門の出であって,出世欲や
政治的野心 もあったが,30台で公卿となった兄忠
基,教長に較べれば不遇であり,71歳で漸 く従三
位に叙され公卿の座に列 した。働き盛りの20台 か
ら40台 にかけて長い散位 (位 はあるが官職がなしつ
不遇時代があり, このような境遇が彼をして歌鞠
にのめり込ませ,遂に鞠の第一人者としたと思わ
れる。一方処世術は下手なわけではなく,晩年に
は歌鞠の才を生かして時の右大臣九条兼実に近づ
き,ま た後白河院に信任され,遂に非参議ながら
公卿に至った。時流にさとく,貴族社会にしぶと
く生きた,ぁ くの強い人柄を彼の人生に見るとの
ことである。

「蹴鞠口伝集」との関連を考えると,彼が晩年
に兼実家へ出入りして,64歳の時に兼実から「件
人無雙上手」の称賛を得たこと,② その翌年 (安
元 2・ 1176年 )3月 5日 に後白河院の50歳御賀鞠
会が催された時,頼輔が上鞠 (あ げまり)の役を
勤めることになり,そ の為に院への昇殿を聴されたこと③は注目すべき事病でぁる。これらは頼輔
が鞠足として当代随―でぁることを公認された証
左 となるからである。「公卿補任」にょると,71歳
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で彼が公卿 に列せ られた際には,彼の上薦 5人を

追い越 して補任 されたというか ら,芸能好きで蹴

鞠にも堪能であったらしい後白河院の彼に対する

寵は深か ったことと思われる。

9)蹴 鞠口伝集の成立

序 (翻刻編参照)に よると,同書は,頼輔が自

ら師と仰 ぐ藤原成通をは じめとす る蹴鞠界の先達

たちの教えを長年にわたって書き留め,これを上・

下 2巻 にまとめたものである。

桜井秀氏は「本書は頼輔の撰 と伝遮ゝるものなれ

ど真偽末だ考えず ,さ れど内容は信ずべきものな

ること確実な りとす」 としている(0。

堀部正三氏は陽明文庫所蔵の同集上巻によって

考証 し,序で頼輔の肩書が前雄州刺使即ち前山城

守 となっていること,久安 3(1147)年の花園左

大臣源有仁の死を去春 と記 していることを根拠 と

して,本書の成立は久安 4年から彼が豊後守に任

ぜ られた永暦元年までの間であることは確実で ,

内容,記事か ら見ると,と くに久安末年か ら仁平

(1154年まで)にかけての頃 と見 るべ きであろう

としている
(5な

井上宗雄 ,村戸弥生
G)の

両氏 も堀 部 氏の説 を

概ね肯定 している。但 し井上氏は,藤原頼長を昨

治左府」と呼んでいることに注目 して, この言い

方は頼長の死 (1156年 )後に用いられるようであ

るか ら,本書は有仁の死後か ら書き始め,書き継

いだのか,或は後の改訂があるのか もしれないと

の疑念を示されている
°)。

日伝集下巻には寿永 2年 4月 18日付で頼輔が記

した院進尊状 (参考資料 Ⅱ―A:伝本によって進

奥状 となっているもの もある)な るものが付いて

いる。後章で述べるように, この進響状 自体に疑

念があるが,こ れによると,日伝集は頼輔が撰 じ

たままで秘蔵 していたものを,後 白河院の命によ

り同院の叡覧に供することになったという。 もし

そうだとすると,上記井上氏の推測はあたってい

るわけである。

寿永 2年は頼輔が公卿に列せ られた翌年であり,

しか もこの年の 4月 10日 には彼の孫宗長が同家で

は じめて左近衛少将 に任ぜ られたばかりで あ っ

た
(°

。いわば頼輔の一族に対する院の寵愛が ピー

クに達 した時期である。後章で述べるように,日
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伝集下巻の伝本のうちには,末尾に後白河院が中

心となって催された保元以後の鞠会の模様が幾つ

か集中的に掲げられているものがある。
°
また村戸

弥生氏は「成通卿口伝日記」成立の背後に頼輔と

後白河院の存在を推測 し,国伝日記は頼輔の作で

その成立年代は彼が公卿に列 した寿永年間と想定

している
°)。

これらを勘案すると,現存の口伝集

そのままの形であるかどうかはわからないが,院
の信任があつかったこの時期に,頼輔が蹴鞠口伝

集を院の叡覧に供 して, これを自家と彼自身の蹴

鞠人生との存在証明としようとしたことは考えう

べきことである。

憾)蹴鞠□伝集と後世の鞠書

先にあげた「内外三時抄」と「遊庭秘抄」は各

家流で編まれた現存の鞠書としては最も古いと考

えられるものである。これらの鞠書の中に口伝集

がどう現われてくるかについて触れておきたい。

三時抄は頼輔の五世の裔飛 鳥井 雅 有 (1241～

1301)の作で,1291年前後に成立 したとされてい

る
(10)。

現存の同抄は鞠場,装東,練習一・二の四

編から成り
(11),か

なり大部で,体系的に記述され

ている。序文では「……高祖父却l部 尚書 (頼輔 )

幸に此芸に達 して,つ いで其誉をあらはす,亜相

(成通)こ れを感 じて譜第の跡とし,こ れを推て

聖皇の師とす,それよりこのかた,当家相続 して

ほとほと国師たり,……」と
2゙キ

飛鳥井家が鞠聖

成通の跡をついだ頼輔以来の鞠の家であることを

強調 している。そして本文中で日伝集を引用,ま

たはこれに依擦 している部分が23ケ所ある。この

うち口伝集の序に関わる部分が一ケ所,上巻21,

下巻 2(重複が 1ケ所ある)と なっている。但 し

この中で,少 くとも1ケ 所,懸 (かかり)の本の

セ、ソティングに関する部分は,三時抄の引用と現

存の口伝集 (下巻)中の本文とが一致しなし(1° 。

「遊庭秘抄」は御子左家の為家 (1198～ 1275)か

ら数えて 5代目の為定 (1286～ 1360)の作とされ

ているが,為定死後の記事もあって,疑問視され

ている。井上宗雄氏は為定の従兄弟にあたる為重

の作であるか,或は少なくとも為重が為定の死後

これを増補したのではないがとされているが (1°
,

伝本の中には,ゃはり為定の従兄弟あ為忠或は為

明の作としているものもあぶ
1°

。御子左家は頼輔

」
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の流ではないが,遊庭秘抄末尾 (群書類従本によ

る)の 方の「 負鞠事 」の条で,こ の技は昔はな

か ったので従来の鞠書にはないと記 し,従来の鞠

書 として「成通卿三十箇条式」「源九 日記」「成平

が抄」「革菊記」「要略抄」 と並んで「頼輔卿 □伝

集」の名をあげている
(16)。

本文中で□伝集のどを

明示 して引用 している箇所は 6ケ所あり, うち序

1,上巻 4,下巻 1と なっている。またこのほか

に,同集の名は明示 していないが,同集中の本文

と文言が一致する部分がかなり多い。

このように見ると,少 くとも13・ 14世紀には ;

頼輔撰の「蹴鞠 口伝集」が権威ある鞠書の一とし

て存在 し,そ の内容が現存の上・下巻の伝本の内

容とかなリー致するものであったことは確かであ

る。

2 蹴鞠口伝集の伝本について

(1)所 在

頼輔撰の蹴鞠口伝集の伝本は現在管見の範囲で

20点 ある。次表はそれら諸伝本の所在 ,構成,伝
世関係,書写年代等を示 したものである。

このうち,史料番号 1～ 6(以下においては伝

本を表示するのに次表最左列の史料番号を用いる

:筆者注)は『国書総目録』所載の ものである。

7～ 20は前記平成元・ 2両年の蹴鞠史料調査の際

に管見に入 ったものである。但 し,19,20に つい

てはまだ本文を披見す るにはいたっていない。

曖)蹴鞠 口伝集の構成 と内容

まず, これらの伝本によって蹴鞠口伝集の構成

を見ると,同書はそれぞれ上・下帖か らなる上・

下 2巻で構成 されている
(1)。

上巻の伝本の中で構成が整 っていると思われる

のは 192,5,6,7,10,11913で あり,そ
の代表的なものが 1で ある。翻刻編に見 られるよ

うに,上巻上帖目録 ,序 ,上帖本文,下帖目録 ,

下帖本文の順で構成 され ,上帖60ケ条 ,下帖 106

ケ条が一つ書きで記述されている。

これ らを第一グループとすれば,第二のグルー

プは3, 4,15であって,いずれも上帖目録 ,序 :

上帖本文で構成 され,上巻下帖を欠いている。そ

して,第一グループの伝本では第62条 目即ち下帖

に収められている「 とんばう返 りの事」が, この

グループの目録では第54条目に入り,上帖が61ケ

条になっている。第ニグループの代表的伝本と思

われる3では,こ の箇条の本文が第53条 目「烏を

どりの事」の紙背に書かれている。

16は上巻下帖の本文のみの写本である。

下巻は上巻に較べて伝本が少ない。8,:2,:49
17が今のところ最も構成が整った伝本である。こ

れらは下巻上帖目録,上帖本文,下帖目録,下帖

本文,院進尊状の順序で構成されている。このグ

ループの祖本はかなりの荒本だったようで ,「蝕本.

ノマ 」ゝとする箇所が多く,ま た日録と本文とが

一致 しない箇所も幾つかある。箇条の確定が困難

であるが,ひ とまず 8の本文の順序に則して上・

下帖の箇条を参考資料 Iに紹介 しておく。 8の本

文はやはリーつ書きで上帖56ケ条,下帖55ケ条合

計 111ケ条である。但 し目録上では上帖第28条 と

29条 の間に下帖 108条以下の 4ケ条が入り,下帖

第80,92,93,94条が欠落 し,本文にない「鞠降

事」が第78条目に入って,上帖60,下帖48ケ条と

なっている。また,本文では上記第 108条の前に

「以下本ニハ端二存之働表紙目六ニハ次第相違」と

ある。

9は成平以来の蹴鞠の伝統をもつ賀茂別雷神社

(上賀茂社)の桐官鳥居大路家の旧蔵本である。

これは荒本であって虫食いがかなりあり,ま た末

尾が何丁か脱落 していて,奥書もついていない。

しか し虫食い箇所と構成とから見て,8以下のグ

ループとは祖本を異にすると思われる。

構成上の特徴は,第 107～ Hl条 ,院進尊状及

び 106条 (一部のみ)が,こ の順で巻頭におかれ,

次に「蹴鞠□伝集下少々」という見出しがあって

「懸事」から本文が始まる。つまり第 106条 ～

lH条 と院進尊状とは構成上自伝集の外におかれ

ている。院進尊状には年紀,記名はあるが本文が

ない。「懸事」以下の本文について8と較べてみ

ると, 8にあって9に ない箇条が13ケ条,9に あ

って8にない箇条が 1ケ条あり,相当な違いがあ

る。

18は下帖末尾の第 106条以下の 6ケ条と院進嬰

状のみを「鞠之記」という外題で綴 じたものであ

る。

9と 18と から勘案すると,下巻の 106条以下の

渡  辺



藤原頼輔撰蹴鞠口伝集について

第 1表 蹴鞠□伝集 (難波頼輔撰 )上下巻所在・ 内容等一覧
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6ケ条は構成上何か特別の役害Jを もった部分であ

あるかもしれない。

次に上・下巻の内容を一瞥 しよう。上巻は翻刻

編に見られるように,蹴鞠を行なう適切な季節・

時刻・天候,参加者 (見證・鞠足),装東 ,身仕度,

鞠足の立つ位置と順序等の如 く,鞠会の準備夏階

に関わる事項から始まり,次に上鞠の作法,蹴 り

足の上げ方,一人が続けてキックする鞠数,鞠の

高さ,他人へのパス,パスの受け方,自他の鞠の

区別 ,他人への意思の伝達等,鞠会の際の基本的

な心得を説 く。次にブレーの際の身体の姿勢や動

作,足踏 (フ ットワーク),キ ック等個人の基本技

術に関わる事項があり,上帖末尾から下帖の初め

にかけて,三曲 (延 足,帰足,身に添う鞠)と い

った高等技術や,懸の本に鞠が懸 った時のプ レー

の要領等応用技術的な事項が並ぶ。蹴鞠の指導書

としては合理的な展開である。

しかし71条以下は蹴鞠技法に関するさまざまな

箇条が雑然と並べられ,ま た重複する箇条 もある。
そして下帖末尾にいたって,鞠が周囲の建物の中
に入つた時など,特殊な場面でのプレーに関する

箇条があり,最後の 3ケ条に鞠会の終局での作法
に関する箇条があって終っている。

全体としては技法に関する箇条が非常に多く,

後年の「内外三時抄」や「遊庭秘抄」に較べると,

施設,用具,装東,作法に関する箇条が少ない。
要するに上巻は技法の手引書といぅ色彩が濃い
のである

下巻にっぃては,本文を紹介 していないので
,

参考資料 Iに よって説明を進めたい。第 1条から
21条 までは懸の木に関わる箇条である。とこでは
さまざまな種類・形態の本に鞠が懸った時のプレ
ーの要領とともに,懸の木を鞠庭にセットする時
の要領が述べられている。22～25条 と28条 とは鞠
の括り (作 り)方 と鞠の種類に関する箇条であり,

26,27条 は鞠会の時に鞠を木の枝に結びつけて鞠
庭に運び,鞠庭でこれを解 く際の作法に関する箇
条である。技法的な部分を別として, これらはい

二≧[青倉察言[峯霧T言誓F;軍百ri:£:li

言濃暑顧|:::豪葬:裏:fl己

｀
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日の もてな し等,作法,技法に関 して上巻の欠を

補 う箇条が多 く,こ の点では上巻 と補完的な関係
にある。

しかし下巻が上巻と異なるのは,こ れらを記述

しながらその例として過去の著名な鞠庭や鞠会に

おける故実を示 していること,ま た;下巻箇条の

見出 しからも読み取りうるように,成通をはじめ

成平,忠資,資方,源九ら当代一流といわれた鞠

足達の名足ぶりやそれらの人間像,人間関係を記

述 し,全体として当時の蹴鞠界の様子を描き出す

といった内容になっていることである。上巻と下

巻とを対比すれば,上巻は技法中心,下巻は故実

中心の記述であるといいうる。

また下巻末尾で保元以降の後白河院を中心とし

た何回かの鞠会の模様が描かれ,院の鞠好みや名

足ぶりを讃える記述があったり,ま た古今の名足
の名が列挙されたりしている。これらは院進尊状
にあるように,日伝集が院の命によってその叡覧
に供えられるようになったこと,ま た頼輔が当時
蹴鞠界の第一人者として世に認められていたこと
を示しているのではないかと思われるのである。
旧)伝本の系統

次に前節で内容構成別に分類 した各グループの
伝本の系統について述べておきたい。

上巻の第一グループ (1, 5,6, 7,lo,11,
13)は序及び奥書 B・ Dを共有している (翻刻編
84頁上段10行日～20行 日参照):こ のグループは
甘露寺親長 (1424～ 1500)が文明15(1483)年

1こ
上賀茂の神主継平 (鳥居大路家)の所持本を借

りて書写 した本,ま たはその末本を祖本とする系
統の伝本である。因みに,堀部氏は「西行と蹴鞠」
中で親長自筆本の一葉の実在を確認 しているR
継平本は,奥書 Bによれば,頼輔の自筆本を書写
した師匠 (人物不明)の御本を宝治 2(1248)年
に書写 したものi或はその末本である。

この系統の伝本の中で, 1に は,奥書Dに続い
て弘治 2(1556)年 の兼智なる人物の花押の据っ
た奥書 Iがぁる。兼智とは,本願寺蓮如の末子順
興寺兼智 (1497ん 1564),字 は実従のことでぁろう。
奥書の花押は昧 願寺文書』(昭和51年 ,柏書房刊 )

所収,照蓮寺明応宛実従書状の花押と符合するの
で,奥書の弘治 2年は信用に足るもあとしてょぃ

/
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と思われ る。

5は奥書はないが,陽明文庫の名和修氏によれ

ば,近衛家熙 (1667～ 1736)自筆の写本である。

家熙独特の筆癖か ら判断 して,元禄末以降の書写

と思われる。 6は 5を写 したもので,家熙の筆跡

によく似ているが別人の筆である可能性 もあると

のことである。二本は内容的には殆んど変 らず ,

本文中の注や行間の書き込み も同 じである。

10は天明 6(1786)年 に飛鳥井雅威の所持本を

柳原紀光が借 り,娘嘉久子に書写させた もの。 11

は宝暦 7(1757)年 ,難波宗城 自筆の書写本であ

る。 2は奥書 Dを有 していないけれども,字体が

新 しく,内容的に見ても,親長本の系統 と考えて

よいであろう。

この系統の伝本中,書写年次が本奥書に見える

甘露寺親長の時代に最 も近いのは 1である。また

1は同系の他の伝本に較べて文意がよく通 り,誤

字や脱落が少いと思われる。このようなことか ら,

1が上巻の伝本中では最 も善本であると判断 し,

翻刻のテキス トとした。

第二のグループは上巻下帖を欠いており,上帖

目録 と本文との間に口伝集の書写・分巻の経緯を

示 した文章C(参考資料 Ⅱ一C参照)が挿入され

ているのが特徴である。 Cに よると,こ の系統の

本は宝治 2年に頼輔の自筆本を書写 した上・下三

巻を (こ の記述は親長本 の奥書 Bと 矛盾す る :

筆者注 ),弘安 3(1280)年 に更に四巻に分けたも

のを祖本 とする伝本である。Cの後半部分は難字

で判読 し難 く,わずかに本文と目録 との祖本が違

うものであるらしいこと以外には文意がつかめな

い。15は 3或はその末本か らの書写であるとみえ

て,C中の判読 し難い部分を「本 ノマ 」ゝとして

転与 している。 3が このグループでは最 も古い伝

本のようである。

この系統の祖本は親長本 とは別系統のようであ

る。親長本系の第 1,15,32,38条に見 られる欠

落部分は 3に よって補 うことができる。□伝集上

巻の内容をより正確に知るためにも,ま たこの系

統の本の伝世関係を明確にするためにも,下帖が

発見されていないことが残念である。

下巻は,伝本の点数は少ないけれども,8・ 12・

14・ 17の 一グループと, 9お よび18の三つの系統

に分けられる。第一のグループはA即ち頼輔の院

進尊状と奥書 C′ とを共有する。院進尊状は,参考

資料Ⅱ一Aの通り,寿永 2(1183)年 4月 18日 付

の頼輔の記名がある。蹴鞠好きでしかもこれに堪

能であったらしい後白河院の命によって,そ れま

で撰 じたまま秘蔵 していた蹴鞠口伝集を叡覧に供

えるにいたった旨が述べられている。従三位であ

った筈の頼輔の位が「従二位」と記されているの

は釈然としないが,一応これを額面通りうけとれ

ば,序文の末尾で「終篇の期無し」としている日

伝集の終篇の期は寿永 2年であったことになる。

奥書 C′ はCと 同類であるが,その後半部分が

なく,宝治 2年の書写,弘安 3年の分巻の次第を

述べるにとどまっている。8,14の C′ に続 く奥

書 Eは注目に価する。これによると8,14の祖本

になっている法印なる人物の書写本の祖本は四巻

本で,その各巻軸に飛鳥井雅親 (1416～90)法名

栄雅の判があったという。法印本の祖本は栄雅の

自筆本或は所持本であった。飛鳥井家は当時実質

的に唯一の蹴鞠道家であった筈である
(3、

12は 11

と同筆,同装丁であり,宝暦 7(1757)年 に難波

宗城が上・下巻 (但 し異系統の伝本)を合わせて

自ら書写 したものである。奥書Eを欠いているけ

れども,虫食い箇所が 8と全 く同じであるので
,

同系統と考えてよいであろう。

9は既述の通り構成,内容から見て上記のグル

ープと別系統の伝本であろうと思われるし,頼輔

の母方の実家である鳥居大路家の旧蔵本であるの

で注目しなければならないが,奥書がなく,書写

年代や伝世関係がわからないのが惜 しまれる。

18は Aと 後柏原院の明応 9(1500)年 の奥書F

とを備えている。奥書の共通性から判断して,19
がその祖本かもしれないが,19の 内容を見るまで

は判断を控えたい。18は 9で構成上回伝集の外に

おかれていた部分のみを書写 したものであり,将
来下巻の本来の姿をとらえる一つの手がかりにな

るかもしれない。

以上管見の範囲で蹴鞠口伝集の伝本の系譜を概

観 してきた。ここで注目したいのは,蹴鞠口伝集

には同一の系統で上・下巻揃った伝本がないこと

である。この点は現存の回伝集上・下巻が13,14

世紀に存在した口伝集と同じ姿であるのかどうか
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という疑間を抱かせる根擦の一つである。難波家
旧蔵の:1・ 12及 び13・ 14の 2セ ットがそれぞれ同
一筆,同一装丁であるが, これ らも上巻は親長本
系 ,下巻は栄雅本 ,或は法印本系か らの書写で

,

この二つを合わせてヮン・ セ ットとした ものであ
る。 Cと c′ との類似によって,3が 上巻では栄雅
本の系統の本かと思われるが,今のところ推測の

域を出ない。

また, もう一っ注目したいのは,こ れまで見て
きた伝本中下巻末尾の一部のみを伝えている18を

除いて,書写年代が一部でも知れるものはすべて
宝治 2年の書写本の末本である。奥書 Bでは頼輔
の自筆本はこの時点で既に焼亡 していたことにな
っており,C,cで はこの年に自筆本から書写 し
たことになってぃて,ど ちらが真実を伝えてい

るのか判然としない。いずれにしても宝治 2年よ
り古い伝本の系統をひくものはないのである。
ところが20は奥書Hに よると,後京極摂政 (九

条)良経 (H69～ 1206)の真蹟の本を祖本として
いるという。良経は兼実の二男であり,兼実と頼
輔の関係からして,蹴鞠□伝集が良経の目に応、れ
ることは考えうべきことでぁる。また良経は能書
家でもあった。

奥書Hの主,左衛門督藤末葉 とは持明院基春
(1453～ 1535)であって,彼 も跡の絶えた世尊寺
家流に代って朝廷の書役を勤めた程の能書家であ
った。もしHが正 しければ,20は当然宝治 2年よ
りも古い書写本を祖本とするものであることにな
る。また51丁 と量的にも大部であるので,内容が
豊富であることを期待 しうる。院進尋状を備えて
いるところからすると,20は下巻である可能性が
高

Iヽ

が,既述のものとは異系統の伝本として注目
されるところである。

3 蹴鞠口伝集上巻の登場人物について
(1)登場人物一覧表

頼輔が口伝集上巻中で具体的に名をあげて,そ

登場回数の中には当該人物の回伝や行為 (プ レ

~,マ ナー等)が教えとして引用されている場合
と,単 にある場面,例えば鞠会,に参加者として
名を連ねているのみの場合とがある。概 して後者
の場合は登場回数が少ない。なお,回数の算定に
際 して同一場面で同一人の名が複数回出現する場
合には,こ れを一回と数えた。

登場回数欄 I, I,Ⅲ の分類は次の通りである。
Iは頼輔が直接当該人の言動を引用 したもの,文
中では「oo云・…e.」 或は「ooは ……」と表現
されている。I,Ⅲ は俗にいぅ「マゴびき」「ヒマ
ゴびき」でぁって,頼輔と当該被引用者との間に
1人乃至 2人の人物が介在する場合である。文中
ではそれが口伝であれば,Iは「 oo云 XX説
云」,Ⅲ は「oo云 XX云△△説云」のように表
現される。

影響関係欄は当該人物の言動が誰に引用されて
いるか,換言すれば誰に影響を与えているかを示
した欄である。 Iは頼輔の直接引用であるから欄
を設けていない。Ⅱ,Ⅲ はそれぞれ登場回数欄の
I,皿 と対応する。Ⅱの欄で(x)一 Zとぁる数字(X)
は人物を示 し,第 2表最左列の人物番号と対応す
る。 Zは引用 (登場)回数である。回数が 1回だ
けの場合には単に人物番号のみを示 した。Ⅲ欄は
間に 2人が介在する,所謂 ヒマゴびき,の場合で
あるから,(x・ Y)一 Zのように表記 した。当該被
引用者をAとすれば,Iの場合にはA→ x→頼輔
の順で,Ⅲ の場合にはA→ Y→ x→頼輔の順で影
響関係があることを示す。これによって蹴鞠の故
実・技法伝達の系路を読みとりうるであろう。

なお,登場人物の配列は I, Ⅱ,Ⅲ の順に回数
が多い順序とした。また氏名,生・没年 (looo
年の桁を省略 してぁる :筆者注),官・役職,出 自
等は主として「尊卑分脈」,「公卿補任」,「賀
茂社家系図」 (『神道大系』所収)と 口伝集上・下
巻とによったが,その他によった場合には備考欄
にその出典を示した。
鯰)主な登場人物にっぃて
藤原成通,日伝集成立に最も強い影響を与えて

いるのは同集中で「式云」「師説云」「拾遺 (侍従
のこと ;筆者注)納言云」等で引用されている正
三位侍従大納言藤原成通でぁる。式とは現存 して
いないが,蹴鞠由伝集序で彼の作としてぃる「蹴
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第 2表 蹴 鞠 □ 伝 集 上 巻 登 場 人 物 ・ 関 係 一 覧
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選者藤原 (難波)頼輔 (1112～ H86)
従 3位刑部卿,忠教男,母賀茂成継女 ,

鞠 :成通弟子,難波・飛鳥井家祖

361  36

H91119

451  44

成 通

源 九

成 平

家 平

景 忠

西 行

光 親

行 元

実 経

資 方

頼 長

忠 教

家 保

教 長

忠 基

有 賢

保 説

保 成

家 房

清 則

政 平

仲 隆

幸 平

頼 政

為 通

顕 季

長 実

近 実

盛 長

清 経

有 仁

忠 資

経元 (基

隆 経

忠 通

忠 隆

成 実

盛 実

寮頭入道

白河院

末 遠

実 任

重 任

行 宗

清 兼

口伝集中での

呼    称

式

拾遺納言,師

八条 (冠 者 )

紀二 (次 )

野五

宇治左府

先人

修理大夫

宮内卿

前馬助

四条宮勾当

少将

大弐,都督,修理大夫

与州,伊与守

淡路入道

監物

花園左府

野監物

法性寺入道

源太

馬大夫

玄蕃二郎

4

5

6

7

8

9

:0

11

12

i3

14

:5

!6

17

:8

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

0

0

1

30

1

0

0

1

0

2

4

3

3

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

2

0

0

7

0

0

0

0

0

0

0

2

1

1

1

1

1
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鞠三十箇条式」である。表の中では式成立に関わ

る影響関係を明確にするために,と くに成通の他
の説とは別に欄を設けておいた。

式を含めて成通の登場回数は 155であって圧倒

的に他を引離 している。 このことからも頼輔が序
で「予庭上受訓」と述べた成通 との師弟関係が読

みとれる。成通の人物像については今鏡によく描

かれている
(1)。 また,成通 と式 につ いては拙稿

「蹴鞠道家成立以前の蹴鞠の様態
(2し

で報告 したの

で,詳細はそれに譲 ることにする。

「古今著聞集」第 412段 ③
で頼輔 が語 っている

賀茂成平 と成通 との師弟関係は, この表か らも読

み取れる。成通は十六・七歳の頃,成平に上達の

秘訣は常に鞠を好むことであ ると教 え られ て
,

2000日 間鞠 を続けてプレーし,の ちに鞠聖 と呼
ばれる域に達 したといぅ。この話は「蹴鞠簡要抄」

(群書類従本)の末尾に見えるが
°
,蹴鞠 口伝集下

巻49条にも収められている。

□伝集上巻では成通は当然成平を最 も多 く引用
している (25例 )のであるが, この中で式への引
用はわずかに 1例 に しか過ぎない。これに対 して

登場回数の絶対量が少ない顕季が 9,長実が 6で
,

式への影響 は成平をはるかに上廻 っている。 これ
は式が上薦のための鞠式であったことを物語 って
いるのではないかと思われる。なお,表中成通の
没年を1162か ら68年 の間 としたのは井上宗雄氏の
説にょった

)゙。

源九 次に多いのは45回 の源。九なる人物である。
序によれば,彼は成平の次の世代の名足であった
が,日伝集成立の時には既に遁世 していた。口伝
集下巻70条 によると,彼は藤原長実の小舎人童を
つとめてぃて,幼 い頃か ら鞠を好み,裸足で鞠を
蹴 っていたという。身分の低い出自であったらし
い。また「革剰要略集」では,彼は音源九基経 と
いい,出家 して法名を蓮実 と名乗 っていたとされ
る

(6)。

上巻62条 によれば,彼は「躍 り上 って空にて返
る」,今 見流にいぅとォ_バーヘッドキックを思
わせる「 とんばぅ返 り」といぅ難技を得意技とし
ていた。成通が「躍 り足は品なき也」(上巻63条)

として危険な技を好まなかったのに較べて,地下
の野性味を感 じさせるプレーをしてぃた。下巻84

条では景忠が彼を評 して「源九は上手なれども鞠
の様を知 らぬ也」と言い,そ の理由は下薦は鞠会
で上薦を立てるように控え目に振舞 うのが作法で

あるのに,そ れを知 らないか らである,と してい

る。また表の中で源九が引用 している人物は地下
の鞠足 と思われる人々が殆んどである。これ らか
ら考えると,当時の蹴鞠の世界には土蔦達の鞠 と
は異 った地下の人々の野性的な鞠があ つたことが

推測 される。源九はその代表者であったであろう
か 。

賀茂成平 成平は藤原忠実の日記「殿暦」中で

「成平鞠神妙也」(長治 2年 2月 26日 条)と絶賛さ
れた人物である。白河院の鳥羽殿での鞠会や,忠
実の高陽院邸での鞠会が盛んであった12世紀初頭
の蹴鞠界で活躍 していた。既述のように彼は成通
の鞠の師であり,ま た頼輔 に とっては母方 の 伯
(叔 )父であった。 このような関係 は表 での登場
回数の内訳か らも読みとりうる。即ち41回中頼輔
の直接引用が10回 ,成通が25回 ,残 り6回のうち
5回 は子或は孫である家平,政平,幸平によるも
のである。残る 1回は藤原忠通の少年時代の鞠会
で,成平が忠通のプレーを常に妨げないよぅに巧
みにバ ックァップ してぃた情景を忠実家の勾当仲
隆が語 ったものである。 (上巻91条 )成平が甥の頼輔に鞠奮懇切丁寧に教えていた様
頼輔の鞠I言ま言[IJ雷 :裏111を [」〔iゞ

婁
             ,:
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鞠会があり,「名をえた者 ども」が召された。行長

(内舎人 )も その中の一人であった。 この会には

既に60歳をこえた晩年の成通 (こ の年秋出家)が

見證 として参加 していたが ,会後 の評 で成通 は

「行長はわろなが ら道の者にてはありけ り,行元

が事を見てあはれ也」(下点筆者 )と 頼輔に語 った

という。紀氏の人々は鞠の道の者 と考えられてい

たのである。

実経,光親 この二人の出自についてはよ くわ

か らない。実経は成平 と同 じ頃活躍 していた人物

であって,木の上に留 ってしまった鞠を礫で打ち

落すのを得意 としていたという (下巻82条)か ら,

やはり身分の低い出自だ ったであろう。光親は八

条冠者或は八条 と呼ばれているところから推測す

ると,大和源氏頼親の五世の裔の八条院判官代の

光親であろうか。(尊卑分脈による) ｀

藤原顕季・ 長実 Ⅱ以下に属する人物の中では

まず顕季・長実父子に注目したい。六条修理大夫

顕季が乳母子の関係で白河院の第一の寵臣であっ

たことは有名であり,そ の長男長実 もやはり寵臣

の一人であ った。顕季の娘は大納言宗通の妻であ

り,成通の生母である
°)。

第二表に見 られるよう

に,成通の三十箇条式には顕季親子の影響が顕著

に見 られる。また口伝集 に対 しても成通を通 して

間接的に影響を与えている。

井上宗雄氏によれば,顕季は「一芸に秀でると

いう型ではな く,諸芸に興味を有 して或る域にま

で達 し,随時子孫に伝える事に関心があったらし

い」,ま た「鞠にも一家言を有 していた」
③
,と い

ことである。

口伝集下巻 (2,76条)では,成通 と景忠がそ

れぞれ,顕季は若い頃鞠を好み,鞠の季節である

二月には,彼が尊重寺の懸に行 って鞠会を開かな

いことは,月 に 3日 となかったと言 っているので,

若い頃には相当鞠に凝 っていたらしい。上巻26条

の白河天皇時代の内裏鞠会 は「水左記 」承暦 4

(1080)年 3月 15日 条に見える南庭樹下鞠会 と同一

の会か もしれない。 この当時彼は20台半ば頃の年

齢だった筈である。

長実 も,他の才能は兎 も角 として,鞠では相当

の名足だったようである。 しか し顕季の鞠の流れ

は男子の系統ではな く,外孫の成通を経て頼輔へ
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伝わ り,やがて公家鞠 としての蹴鞠道成立に結実

したことになる。

小野忠資,資方,景忠 前記内裏鞠会の時,当
時名足として聞えが高かった筈の源盛長をさしお

いて,当座第一の故に上鞠 (キ ックオフ)を命ぜ

られたのが小野忠資であった。口伝集序で も彼は

成平 と並んで近き世の達人 とされている。資方 も

成平とは鞠仲間で (下巻78,79条 ),す ぐれた鞠足

であ った。忠資,資方,景忠の関係については ,

第二表の影響関係欄で も, この 3人が何 らかの縁

者であるらしいことが推測される。下巻63条 には

「景忠云父祖忠資,資方の時には……・」 の一節が

あり,同 98条には成通が,資方は若い頃野五と呼

ばれていた, と語っており,ま た序には「ノ
Jヽ野忠資

次有野五云者教子相継」となっている。これ らを

合わせると,忠資,資方 ,景忠は父 ,子 ,孫の関

係であったと思われる。彼 らも身分は高 くはなか

ったらしいが,内裏鞠会に見 られるように顕季の

蹴鞠 グループに属 しており,成通 も度々彼 らの説

を引用 している。彼 らは源九 とは違 って上薦を混

えた鞠会における下薦のマナーを心得た鞠足であ

ったらしい。上鞠役を辞 して_Lmの盛長に譲 った

忠資の内裏鞠会における態度がそれを物語 ってい

る。

近実 身分は低かったが,上巻63条 にあるよう

に源九 も認める名足であ った。また同31条 による

と,彼 も顕季が尊重寺の懸で鞠に凝 っていた頃の

メンバーの一 人 だ ったよ うで あり,ま た内裏鞠

会にも名を連ねている。

盛長 源盛長が名足であったことは今鏡の中で
,

京極関白師実 (1042～ 1101)が 「盛長淡路守 とい

ひしを,こ とのほかにほめさせ給」
(9)う

た, とい

うことで知 られている。□伝集序で も達人の一人

にあげ られ ,「古今著聞集」では成平 の鞠 の師と

されている
(1%「

成通卿 口伝 日記」 によると,成
通の時代 には既に老いて見證を務めるだけになっ

ていた らしいが,成通の10歳の時のプレーを見て
,

その将来を予言 した人物である
(11)。

有仁 彼は後三条天皇の第三皇子輔仁親王の長

子であり,元永 2(H19)年 賜姓,源有仁 となっ

た。今鏡では彼は容姿,才能 ともにす ぐれた光源

氏を思わせる人物 として描かれている。政界で も

」
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重んぜ られていたょぅで,久安 3(H47)年 春 ,

彼が末だ45歳 の若さで病を得て出家 (間 もな く莞

去)し た時には,藤原頼長が「宮家失良臣」と慨

嘆 したといわれる
(12)。

口伝集序では彼 も盛長 と並んで達人の一人 とさ

れている。上巻では有仁の言動は鞠の技法に関す

ることに 3例,間接的に引用 されているに過ぎな
いが,下巻では重要な場面で頼輔が 2回直接に引

用 している。

その一つは下巻88条である。原文を紹介すると,

「花園左府示給,舞台に楽調めて舞の立たるlζ 鞠の

上手共廻 りて各振舞たる様態は,舞に劣 りても思

えぬ事也云々」。他 の一つは同57条の末尾で「…

…彼卿 (成通 :筆者注 )上なき上手也,成平逝去 ,

源九出家,悪き所身つきて此道無興にて思たりつ

るに,始て汝 (頼輔 :筆者注)見つけてなを道は

絶えざりけると思えて悦ばん,当 時の独歩也,其
興難伏云々,」 とある。前者 は芸能 としての鞠を

舞 と同等の レベルの ものとして評価 しよぅとした

ものであり,後者は鞠における成通の後継者 ,即
ち現在の第一人者が頼輔であることを明言 したも

のである。

これ らを,次節で述べる成通・頼輔系の人脈の

外にあって, しかも臣下 として登場人物中最 もス

テータスが高い有仁 という貴人が語 っていること

は注目に価する。日伝集撰集の時機や動機を考え

るのに重要なポイントとなろう。

憾)蹴鞠口伝集の人脈

口伝集の登場人物を通覧すると二つのグループ

が浮かび上る。その一つは言 うまで もな く撰者頼

輔を中心にして,彼の父方 藤原忠教 の一族 と母

方の賀茂社家成平一族 とで構成 されるグループで

ある。他の一つは成通を中心 として成通の父方の

一族 と母方 の藤原 顕季一族 とのグループである。

そ してこの二つのグノレープを結びつけているのは

成平 一成通 一頼輔の蹴鞠における師弟関係であっ

た。これを図に してみると次の通 りである。(数字

は登場回数を示す)

図で明 らからように,日伝集成立に影響が大で

あったと思われる人物は殆んどこの中に入 って し

まう。登場回数が比較的多 くて,こ の中に入って

いないのは忠資一族 と近実であるが,既述のよう

に彼 らは顕季,成通 らと関係が深かったと思われ
る。

伝本 8に よって□伝集下巻の登場人物・登場回
数を概観 してみると,鞠会の状況を描写 し,ま た
貴人の言動によ?て故実を権威づけてゅくといっ
た記述法によって,下巻においては成通への一極
集中の傾向はやゃ弱まっているものの,上記両グ
ループが下巻中で占める位置は依然大きい。
当時宇多源氏の一流である大納言時中 (942～

1001)の系統 も代々鞠足を輩出していたが,彼
らの中で日伝集上巻に登場 してくるのは頼輔の兄
忠基の妻の父であった宮内卿有賢ただ一人であり,

それも 163条の管弦の場面への登場である。また

有賢の子孫である資賢 (1113～ 88),通家 (H33～
68),雅賢 (1148～ 92)ら も日伝集下巻に登場する

が,彼 らも鞠会のメンバーとして名を連ねている
のみであって,蹴鞠道の故実や技法に影響を与え
るような立場で登場 しているわけではない。
つまり,人脈から見るかぎり,頼輔が日伝集の

中で先達としているのは成平一成通一頼輔によっ
て結ばれる二つのグループの範囲を出ないのであ
って,こ れが後世の蹴鞠道の源流となっているの
である。

付記 平成 2年度科学研究費一般C(02680098)
による研究は,桑山浩然 (東京大学史料編纂所教
授,渡辺正男 (同所助手)及び筆者(研究代表者)

の 3名にょって行なわれた。このほか蹴鞠史料調
査に際して,針生邦男 (東京大学史料編纂所技官 ),

井上洋一 (東京大学教養学部助手)両氏のご協力
を得た。また,本稿の作成にぁたっては桑山浩然
教授の懇篤なご教示を得た。以上を付記 し, これ
ら共同研究者ならびに協力者の方がたに感謝の意
を表する次第である。(渡辺融)

渡  辺
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20 本院懸事,21 尊重寺懸事,22 鞠本様事 ,

23 同寸法事,24 鞠括様事,25 緒寸法事 .26

鞠付枝事,27 解取事,28 燻鞠事,29 禁中布

衣事,30 女房見證事,31 僧見證事,32 老足

事,33 忠資老後事,34 旧老足事,35 自称事 ,

36 資方鞠遣事,37 内々小鞠用事,38 晴日鞠

長オ トス事,39 空足上事,40 五十為数事,41

鞠庭中不通事 ,42、 不謗人事,43 休鞠吉成事 ,

L
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図 1 蹴鞠 □伝集主要登場人物家系略図

Eコ 内は登場人物,数字は登場回数
―卜 は蹴鞠師弟関係
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宗通
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源盛長 (6)

顕季、成通一族



44 不得 日事,45 実経急入事,46 人二吉見思

事 ,47 鞠落テ逃事,48 重任数鞠逃 事,49
常好ベキ事,50 人二向ザマニ不寄事,51 鞠踏

テ倒事,52 自縁流出鞠事,53 岸上落鞠事 ,

54 尻オ ドリ事,55 鞠懸二上テ見事,56 成平

老足後事 ,

下巻下帖

57 鞠武士可好事,58 人 ヲ倒事,59 大納言鞠

無上事,60 清経上 日事,61 忠隆不劣大納言事,

62 成継纏頭事,63 鞠足賞スル事,64 長者大

君 卜云事,65 長者事 ,66 雅光鞠事,67 不

可飲水事, 68 蹴鞠隠居事,69 成平連延足事 ,

70 源九徒眈事,71 梨木懸事,72 車宿鞠事 ,

73 清兼独鞠習事,74 酒飲不飲事 ,75 依会所

兼着鞍事 ,76 毎 日会事,77 纏頭事,78 成

平鞠落事,79 同人付看テ入事,80 有数鞠時実

任逃去事,81 留樹鞠打事,82 実経打鞠上手事 ,

83 式部卿宮鞠事,84 景忠難源九事,85 鞠魔

事事,86 可聞人謗事,87 鞠劇事,88 鞠不劣

舞事 ,89 拾遺納言事,90 鞠結願事,91 夏鞠

時帷冷事,92 鞠足義随身事,93 資方鞠事,94
実経打落梢二留鞠事,95 上手会時数不上事,96
会日甘海苔冷汁事,97 源九舌J履事,98 資方清

兼事,99 不可当鞠於先達事, 100 躍足破簾事 ,

101 鈎金懸事, 102 成平不落鞠廻殿事 ,103
依延足成平給馬事, 104 顕季卿参宇治事 , 105

御賀上鞠事 , 106 本文事, 107 古今上手事 ,

108 帝王御蹴鞠事, 109 太上天皇御蹴鞠事 ,

110 大納言申御会事, Hl 雲分御会事

以上 111箇条

注 1)箇条の順序は本文の順序にしたが った

2)箇条の表記法は目録に したが ったが,濁
点を付 し,文字はできるだけ通用の文字

を使用 した。

参考資料 Ⅱ 蹴鞠口伝集諸伝本の奥書等

Ⅱ―A 院進尊 (奥 )状 (伝本 8よ り)

12。 19。 20

右口伝集者先年撰之,深納箇底不出間外,而 自有

風聞,応上皇召是,則総被賞諸芸之至,別御長此

道之故也,人瞬有弾,雖不能他見,工事靡黙,遂
所備叡覧也,菅非表当時之哺呼,兼亦招後代之誹

藤原頼輔撰蹴鞠□伝集について 81

謗者欺,不及披露去 (者)所望 可足而己
12。 19.20

寿永二年四月十八日

従
量簸(I刑

部卿藤原朝臣頼輔

Ⅱ―B 翻刻編 84頁上段Ю行日～1所予目参照

Ⅱ―C (伝 本 3よ り)

此書本上下三巻也,而大巻間有煩,働分四巻 ,

議     装季簿

本可校○字○○○仰候処,以彼本○○不可然事也 ,

彼○本也,是者以定○入道頼資卿 自筆書之正本也 ,

〇〇事不可被指南也,表紙目六者以彼本書之

Ⅱ一C′ (伝本 8よ り)

本伝 宝治二年以頼輔卿 自筆之本写之,此本初

雖為上下三巻,依巻軸大弘安三年二月分作四巻

Ⅱ―D 翻刻編 84頁上段16行 日～20行 日参照

Ⅲ―E(伝本 8よ り)

以相伝之本写之 ,件本四巻也,毎巻軸在飛鳥井

前大納言雅親卿法名栄雅御判 ,於此本之判形者令

透写畢

法印 判

Ⅱ―F(伝本 19よ り)

右不慮一読之間,頃刻馳筆,灯下朦朧,不顧字形

之異様,不可外見而己

明応第九二月十六 日

Ⅱ一G(伝本 19よ り)

此一冊後柏原院震翰也,自反古之中撰出之,刑部

卿頼輔蹴鞠之口伝集也,喜悦之余不足之分以類本

馳悪筆補之,後見尤可恥而己

明暦第四仲夏下旬 (花押 )

〔後西天皇の花押あり.〕

Ⅱ一H(伝本20よ り)

右写本者後京極摂政良経公真蹟也,尤可比於蘭亭

帖者乎,而慕芳間為類本横秋蛇,後見之嘲呼可
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恥々々,可悔 々々
,

永正七年春二月

可禁外見而己 ,

左衛門督藤末葉 (花押 )

〔持明院基春の花押あり〕

Ⅱ-1 翻刻編 84貢上段21行日～下段 2行日参照

渡 辺

Ⅱ一J(伝本 10よ り)

右以侍従三位雅威本 ,

秘蔵

天明六七九 正三位 藤原 回
〔柳原紀光の印あり〕

Ⅱ―K(伝本 12よ り)

這蹴鞠 □伝集四巻,先祖刑部卿頼輔卿所令撰給 ,

而最為当道之亀鑑者也,然其書頗有伝写之失誤 ,

故今以類本考訂之,且馳禿筆畢,至々子々孫々深

蔵干函底勿出間外 ,穴賢々々
,

干時 宝暦第七歳霜月中浣 正三位藤原 (花押)

〔難波宗城の花押あり〕

注 1)文字はできるだけ通用の字にあ らため
,

読点を付 した。

2)伝本番号は第一表の史料番号を参照され

たい。

命娘嘉久子令書写了,尤可


